
平成31年度消防団員教育案内 

消防力強化のために 

 

 

山梨県消防学校 



⼭梨県消防学校は、社会情勢の変化や技術の発展を⾒据えた消防に係る
知識及び技能を習得させることを⽬的に、教育訓練を実施しています。 

こうした中、平成25 年12 月13 ⽇に公布、施⾏された「消防団を中
核とした地域防災⼒の充実強化に関する法律」（平成 25 年法律第 110 
号）では、消防団を「将来にわたり地域防災⼒の中核として⽋くことので
きない代替性のない存在」と規定しており、消防団の活動の充実強化等を
図ることが求められています。 

また、消防団員は、地域における消防防災のリーダーとして、住⺠の安
全・安心な暮らしを守る重要な役割を担っています。複雑多様化する火災
や災害に迅速・確実に対応するためには、技能の向上が不可⽋であり、消
防団員に対する教育訓練は極めて重要です。 

このような状況を踏まえ、本校では各級の消防団員に消防活動等に必要
な知識・技術を学んでいただくため、総務省消防庁が定める基準に準拠し
た内容で消防団員教育を実施しています。 

特に、平成３１年度は、偵察活動用資器材（ドローンとオフロードバイ
ク）を使用した災害現場の状況把握及び検索に関する教育や、⼥性消防団
員を対象とした教育等、消防団の災害対応能⼒を向上させる教育訓練を実
施します。 

「消防団員教育案内」は、県下の消防団員に広く消防学校教育を知って
いただくことを目的に作成したものでありますので、消防団関係各位にお
かれては、本紙の内容を御理解いただき、教育課程への⼊校促進に⼀層の
御協⼒をお願いすると共に、本校の教育訓練が貴市町村消防団の消防⼒強
化の一助になれば幸いです。 
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○消防団員のための教育課程
を紹介 

○各教育課程の対象者、内容
について 

教育訓練の内容 

Ｐ2 

 
 
 
○平成27年3月には、主な
教育訓練施設を整備 

○平成28年3月には、１万
㎡のグラウンドを整備 

主な教育訓練施設 

Ｐ1 

 
 
 
○所定の教科目を半日単位で
受講でき、３年の範囲内で
修了が可能 

○単位制の内容 

単位制の利点 

Ｐ5 

 
 
 
○偵察活動資機材（ドローン
等）を使用した教育の実施 

○⼥性消防団員を対象とした
教育の導入 

ドローン等を使用した教育を実施 

Ｐ3 

 
 
 
○入校前教育により、集合教
育の時間数を短縮 

○入校前教育の内容、教材を
紹介 

入 校 前 教 育 

P6〜P8 

 
 
 
○所定の課程修了者は、丙種危険
物試験科目の一部免除 

○所定の課程修了者は、乙種消防
設備士第5類・第6類試験科目
の一部免除 

入 校 の 利 点 

Ｐ9 

目次・主な内容 

 
 
 
○全教育課程を入校しやすい
土日等に開催 

○各教育課程の実施時期を拡
大 
 

教育課程は土日等に開催 

Ｐ4 



平成27年3月には、教育管理棟や総合訓練棟等の主な教育訓練施
設を整備しました。 
また、平成28年3⽉には、消防⾞両の⾛⾏訓練が可能な「運転技

能訓練場」を併設する１万㎡のグラウンドを整備しました。 

  
大教室                総合訓練棟 

  
総合訓練棟（１階迷路訓練室）       全天候型放水訓練施設 

教育訓練で使用する主な施設 

☆各種建物火災を想定した多角的な消防活動訓練が可能な総合訓練棟 
☆習熟度に応じた屋内進⼊・検索救助訓練が実施できる迷路訓練室 
☆熱気及び濃煙環境を体験しながら消防活動訓練が実施できる実火災訓練室 
☆倒壊建物等からの救出・救護訓練が実施できる震災状況訓練場 
☆様々なポンプ運用や放水訓練が実施できる全天候型放水訓練施設 
☆雨天時にも放水訓練や消防訓練礼式が実施できる屋内訓練場 
☆150名の消防団員が学習できる⼤教室を備えた教育管理棟 
☆外周に運転技能訓練場を有する1万㎡のグラウンド 

主な教育訓練施設 
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消防団員への教育課程として基礎教育・専科教育・幹部教育・特別
教育を実施します。 

消防団員教育課程の内容 

◎対象者 消防団員としての経験が概ね3年に満たず、消防学校における教育訓練を受講したことの
ない者（「団員」の階級にある者に限る。） 

◎内 容 新任の消防団員としての資質の向上を図るため、午前を「講話」や「火災防ぎょ」につい
て座学で⾏い、午後は「訓練礼式」と「ポンプ操法（放⽔訓練）」を実技で⾏います。 

基礎教育 24時間（学校教育7時間（入校1日）、入校前教育17時間） 

専科教育 12時間（学校教育7時間（入校1日）、入校前教育５時間） 
◎内 容 消防団活動の特定の分野に関する専門的教育訓練であり、実技・実習を中心に⾏います。 

警防科 7時間（入校1日） 

◎対象者 消防団員としての経験が概ね3年以上の消防団員 
◎内 容 消防活動に必要な専⾨的知識・技能の向上を図るため、実火災現場を想定した火災防ぎ

ょ訓練を主体に、訓練塔や模擬訓練家屋を使用した実技を⾏います。 

◎対象者 消防団員としての経験が概ね1年以上の消防団員 
◎内 容 機関員として必要な道路交通法規やポンプ工学を座学で⾏い、消防ポンプを用いた機関

運用や整備については、実習形式で教育を⾏います。 

機関科 7時間（入校1日） 

特別教育 1日単位 
◎内 容 消防学校で実施している通常の課程の他に、各消防団で必要な教育を支援するため、市

町村⻑等の要請に基づき実施する教育です。 

◎消防協会⽀部⻑の要請により、学校職員が現地において実施する教育訓練です。 

◎市町村⻑の要請により、消防学校において実施する教育訓練です。 

２ 

幹部教育 ２日間 
◎内 容 各級幹部団員に対する幹部教育であり、職責の⾃覚や消防団の運営に必要な規律、災害活

動要領及び安全管理の重要性などについての教育を⾏います。 
初級幹部科 12時間 

◎対象者 班⻑ 
◎内 容 防災や現場指揮など初級幹部に必要な知識及び技術を習得させると共に、各教育内容

に指導技法を導入し、地元消防団の指導者を養成する教育を⾏います。 

 
◎対象者 部⻑、副分団⻑又は分団⻑の階級にある者等 
◎内 容  現場指揮課程（消⽕・救助等の技術・知識を得るための実践訓練を中⼼とした教育訓練） 

分団指揮課程（分団本部等で指揮を⾏うために必要な技術・知識を得るための教育訓練） 
 

指揮幹部科 26時間（現場指揮課程14時間、分団指揮課程12時間） 

移動消防学校 

一 日 入 校 



 
 消防団の災害対応能⼒の向上を図ることを⽬的に、総務省消防庁
の新規事業として、偵察活動用資機材等(ドローン、オフロードバイ
ク、⼩型動⼒ポンプ)を都道府県消防学校に無償貸与し、教育訓練を
実施する事業が進められています。 
 本県は、事業初年度である平成２９年度に貸付を受けた１６府県
のうちの１つに選ばれ、偵察活動用資器材等が納入され、消防団員
及び消防学校教員を対象に教育訓練を実施しました。 
平成３１年度は、消防団員教育課程において、ドローンとオフロ

ードバイクを使⽤した災害現場の状況把握及び検索に関する教育や、
⼥性消防団員を対象とした教育等、消防団の災害対応能⼒を向上さ
せる教育訓練を実施します。 
  
 

  
平成３０年度特別教育ドローン基礎研修の状況 

  
平成３０年度特別教育ドローン基礎研修の状況     平成３０年度一日入校（⼥性消防団員に対する教育）の状況 

偵察活動用資器材を使用した教育等を実施 
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すべての教育課程を土日・祝祭日に開催し、生業をお持ちの消防
団員が入校しやすいようにしました。 
 また、基礎・専科・幹部教育課程の実施時期は、４月から１０月
の間で実施することとし、特別教育（移動消防学校・一日入校）の
実施期間も通年（４月から３月まで）にしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

すべての教育課程を土日等に開催 

基 礎 教 育  
第１次 平成３１年４⽉２１日（日） 
第2次 平成３１年５⽉１１日（土） 
第３次 平成３１年１０月２０日（日） 

 

幹部教育指揮幹部科  
分団指揮課程 平成３１年５月１２日（日）・２５日（土） 

専科教育警防科 平成３１年６⽉１日（土） 
 

専科教育機関科  
第1次 平成３１年５月１９日（日） 
第２次 平成３１年６月１５日（土） 
第3次 平成３１年１０月５日（土） 

 

幹部教育初級幹部科  
第１次 平成３１年５月２６日（日）・６月８日（土） 
第２次 平成３１年９月７日（土）・２９日（日） 

幹部教育指揮幹部科  
現場指揮課程 平成３１年６月１６日（日）・７月６日（土） 

 

特別教育（移動消防学校・一日入校）は、協議の上、土日等に開催する予定 
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教育訓練を一の期間でまとめて受講することが困難な場合は、所定
の教科目を半日単位で受講することが可能です。この場合において、
未受講分の教科目を3年の範囲内で受講した者を修了と認定します。 

 

 

 

 

単位制の利点 

＜単位制とは＞ 

各教育課程における所定の科目を半日単位で受講できるもの。 
勤務等ですべての科目を受講できない場合、３年の範囲内において、同じ

課程の未受講分の授業（半日以上）を受講した者を修了と認めるもの。 

５月の初級幹部科（第１次）１日目の
授業を受講（6時間） 

９月の初級幹部科（第2次）2日目の
未受講分の授業を受講（6時間） 

単位制による修了の例１（同一年度内で初級幹部科１２時間を修了できる例） 

2日間（12時間）の初級幹部科課程を修了したものとする 

平成３１年度の現場指揮課程2日目の
未受講分の授業を受講（7時間） 

平成３０年度の現場指揮課程１日目の
授業を受講（7時間） 
 

単位制による修了の例2（2年間で指揮幹部科（現場指揮課程１４時間）を修了できる例） 

2日間（14時間）の指揮幹部科（現場指揮課程）を修了したものとする 

平成３３年度４月の基礎教育（第１次）
午後の未受講分の授業を受講（4時間） 

平成３１年度４月の基礎教育（第１次）
午前の授業を受講（３時間） 

単位制による修了の例3（３年の範囲内で基礎教育２４時間を修了できる例） 

7時間を受講したものとし、別に定める入校前教育17時間と合わせ、24時間の基礎教
育課程を修了したものとする 

５ 



基礎教育及び専科教育は、教育訓練内容の一部を別に定める入校
前教育として各市町村で⾏い、消防学校で⾏う集合教育の時間を短
縮し、入校する消防団員の負担を軽減します。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入校前教育で集合教育短縮 

平 成 ３ １ 年 度 の 入 校 前 教 育 の 内 容 

基 礎 教 育  
教 科 目 教 育 内 容 単位時間数 

訓 練 礼 式 各個訓練 1 
組 織 制 度 消防団の概要、消防団の活動 2 
ポ ン プ 操 法 消防ポンプ操法の概要 1 

火 災 防 ぎ ょ 火災の意義、燃焼条件と消⽕理論、警戒区域
設定要領 

2 

防 災 災害対策、現場活動要領 2 
救 急 救 助 救急法、救助法 5 
緊急⾃動⾞運⾏管理 道路交通法、道路運送⾞両法 2 
安 全 管 理 危険予知訓練 2 

合   計 17 

基 礎 教 育 （ 24時 間 ） 

専科教育警防科（12時間） 

専科教育機関科（12時間） 

入校前教育の実施により 
集合教育7時間で修了 

専科教育警防科  
教 科 目 教 育 内 容 単位時間数 

講 話 職責と心構え 1 
防 災 災害対策、現場活動要領 2 
安 全 管 理 危険予知訓練 2 

合   計 5 

 専科教育機関科  
教 科 目 教 育 内 容 単位時間数 

講 話 職責と心構え 1 
緊 急 ⾛ ⾏ 要 領 ⾛⾏訓練 1 
ポ ン プ 運 用 ポンプ運用訓練 2 
機 関 整 備 点検整備 1 

合   計 5 
６ 



 入校前教育の充実を図るため、学習用教材を作成し、本校のホー
ムページに掲載しました。今後も順次、入校前教育や平時の教育訓
練に御活用いただく教材を掲載していく予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

消防学校ホームページから  基礎教育の入校前教育（救急）に使用できるビデオ教材 

◎学習用教材掲載ページタイトル 「⾒て学ぶ消防活動技術」 
◎学習用教材掲載ページ URL 
https://www.pref.yamanashi.jp/shobo-gk/mitemanabu.html 

 

７ 

入校前教育の充実 

https://www.pref.yamanashi.jp/shobo-gk/mitemanabu.html


 
 
 

 

 

入校前教育の充実 
消防学校ホームページから  基礎教育の入校前教育（訓練礼式）に使用できるビデオ教材・テキスト 
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◎特例措置の対象者 
 消防団員歴5年以上で、消防学校における専科教育機関科を修了した者 
◎特例措置の内容 
・機械又は電気に関する基礎的知識（5問）免除 
・実技試験（5問）免除 
◎証明に必要な書類 
・市町村⻑又は消防団⻑が消防団員歴を証明した書類 
・消防学校の修了証 
◎資格取得により⾏える作業等 
・乙種第5類 
⾦属製避難はしご、救助袋、緩降機の整備又は点検ができる。 

・乙種第6類 
 消火器の整備又は点検ができる。 

○ 幹部教育指揮幹部科において、現場指揮課程と分団指揮課程の
両課程を修了された場合は、修了証と共に、当該者が消防団の活
動時における指揮者であることを示すき章を交付します。 

 
 
 
○ 消防団員として5年以上勤務し、消防学校の所定の教育課程を
修了した場合は、次の資格取得試験について科⽬の⼀部が免除さ
れます。 

入 校 の 利 点 

◎特例措置の対象者 
 消防団員歴5年以上で消防学校における基礎教育又は専科教育警防科を修了した者 
◎特例措置の内容 
燃焼及び消⽕に関する基礎知識（5問）免除 

◎証明に必要な書類 
・市町村⻑又は消防団⻑が消防団員歴を証明した書類 
・消防学校の修了証 
◎資格取得により⾏える作業等 
 ガソリン、灯油、軽油等の取扱作業ができる。 

丙 種 危 険 物 取 扱 者 試 験 

乙種消防設備士試験（第5類・第6類） 

このき章は、大規模災害時において、緊急消防援助隊等 
と連携して救助活動等する際に、災害現場での指揮者であ 
ることを明確に識別することを⽬的に交付するものです。 

９ 

 



 
消防団員教育案内は、山梨県消防学校ホームページからダウンロードできます。 

 
掲載ページＵＲＬ http://www.pref.yamanashi.jp/shobo-gk/danannai.html 
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